諸外国の「遠隔教育」に関する調査報告シンポジウム

本シンポジウムは平成19年度ならびに平成20年度文部科学省「先導的大学改革推進委託事業」（調査研究テーマ：④諸外国における遠隔教育で教育を行う実態とそれを取り巻く国の規制や関与の実態に関する調査研究）に基づく研究成果を報告するものである。

日時：平成21年2月13日（金）15：00～18：00

場所：遠隔教育調査研究室　幸町キャンパス2号館2階

内容：諸外国の「遠隔教育」に関する調査報告　他

＜詳細＞

15：00－15：10　事業の課題について

15：10－16：40　海外重点調査地域に関する調査報告（各30分）

　　　　　　　　（司会：村山　聡、ディスカッサント：宇根山健治）

英国調査：村山　聡・宇根山絵美

　　　　　
　　「英国レスター大学に関する調査について」

韓国調査1：高木由美子・宮島美花

　　　　　
　　「韓国における遠隔教育の現状と課題－ソウル地域を中心として」

韓国調査2：平　篤志

　　　　　
　　「韓国における遠隔教育の現状と課題－大邱地域を中心として」

16：50－18：00　パネルディスカッション：ICTを駆使した新たなキャンパス像を求めて

　　　　　　　　（司会：高木由美子、ディスカッサント：宇根山健治）

村山聡「Geo-Communicationの可能性」

寺尾徹「気象学の教育研究におけるデータ構築と共有」

宇根山絵美「化学の教育研究におけるICT」

